
寒冷地における膨張材使用コンクリート調査研究委員会【継続】 

 

    （1） 活動期間 

平成31年4月～令和3年3月 

 

 （2） 活動経過 

     1）第1回委員会：令和元年9月20日 

         内容：設立趣旨の説明。北海道開発局の膨張材使用に関する規定に関する議論。 

      2）第2回委員会：令和元年12月3日 

         内容：北海道内における膨張材の使用実績および膨張材の実験検討に関する議論。 

 

 （3） 活動成果・活動報告 

          北海道における膨張材の使用実績について整理した。土木では北海道開発局にお

ける橋梁地覆・壁高欄で規準化されている。建築では工場等の床などの実績があり，

使用量は土木より多い。膨張材の効果として，施工時の水和沈下の抑制と硬化後の

ひび割れ発生抑止に分けて検討を進める。 

 

 （4） 委員会の構成 

         委員長  渡辺  暁央   苫小牧工業高等専門学校 

       幹 事  濱   幸雄   室蘭工業大学 

            〃    谷口   円   北方建築総合研究所 

            〃    吉田   行   土木研究所寒地土木研究所 

        委 員  胡桃澤 清文   北海道大学 

           〃    梅木   宏也   株式会社ドーコン 

           〃   照井   一樹   株式会社北未来技研 

           〃   岡元   卓也   太平洋マテリアル株式会社 

           〃   小板橋   陽   太平洋マテリアル株式会社 

           〃   五十嵐 一馬   デンカ株式会社 

 


